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平成３０年度 鎌ケ谷市健康づくり推進協議会会議録 

 

開催日時 平成３１年２月７日（木） 午後１時３０分から午後２時３０分まで 

 

開催場所 総合福祉保健センター４階会議室 

 

出席委員 石川 宏貴会長・赤井 淳二副会長・久保 秀一委員（代理 郷右近 初女氏）・ 

滝口 順子委員・吉野 たず子委員・今市 由美子委員・林 宏幸委員・ 

関根 延年委員（代理 市村 昌子氏） 

 

欠席委員 石川 広己委員・藤浪 民子委員 

 

事 務 局 健康増進課菅井課長・本間主幹・舘岡母子保健係長・鎌田予防係長・舟波成人保 

健係長・山口主任栄養士・氏家歯科衛生士 

 

傍聴者  ０人 

 

配布資料 ・平成３０年度かまがや福祉健康フェア開催報告及び平成３１年度参加について 

（案）（資料１） 

     ・「第二次いきいきプラン・健康かまがや２１」の進捗状況について（資料２） 

     ・平成３０年度食育推進部会事業及び平成３１年度事業計画（案）（資料３） 

     ・「第二次いきいきプラン・健康かまがや２１」概要版（追加資料） 

     ・≪鎌ケ谷市報道発表≫風しんの予防接種費用助成事業の実施について（追加資

料） 

     ・≪鎌ケ谷市報道発表≫かまがや安心医療ナビの開設について（追加資料） 

 

議題等 （１）平成３０年度かまがや福祉健康フェア開催報告及び平成３１年度参加に 

ついて（案） 

（２）「第二次いきいきプラン・健康かまがや２１」の進捗状況について 

（３）第２次鎌ケ谷市食育推進計画及び食育推進部会の平成３０年度事業実績 

及び平成３１年度事業計画（案）について 

（４）その他 

 

会議の概要 

１ 課長あいさつ 

 

２ 議題 

  会議録署名人の選任について 
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  会議録署名人に今市委員、林委員を指名（名簿順） 

 

（１）平成３０年度かまがや福祉健康フェア開催報告及び平成３１年度参加について 

石川会長： 議題１、平成３０年度かまがや福祉健康フェア開催報告及び平成３１年度参

加について、事務局説明をお願いします。 

事 務 局： 平成３０年度福祉健康フェアは「支えあい 広がれ 福祉と健康の輪」をテ

ーマに昨年１０月２１日開催され、お忙しい中、鎌ケ谷市医師会、船橋歯科医

師会、船橋薬剤師会、船橋市栄養士会皆様のご協力をいただきまして実施する

ことができました。ありがとうございました。入場者は天候にも恵まれ、新た

な試みとしてステージ発表を実施し、若年層の参加があり、２，１００人と前

年度より２００人増加しました。 

健康づくり推進協議会と致しましては、資料１の片カッコ８健康づくり推進

協議会の内容②の通りです。医師会、歯科医師会、薬剤師会、栄養士会の先生

のご協力をいただいた相談コーナーでは、相談者が途切れることなく大盛況で

した。 

今年度も昨年度に引き続き、認定ＮＰＯ法人健康都市活動支援機構と協働し

ました。認定ＮＰＯ法人健康都市活動支援機構とは、鎌ケ谷市が平成１６年に

加盟した健康都市日本支部の活動支援をしている団体です。食生活改善協議会

のコーナーでは試食の材料費・レシピの作成、食生活改善推進員ＰＲ用のテッ

ィシュの作成・提供を、健康づくりボランティアコーナーでは健康づくりボラ

ンティアのＰＲ用のテッィシュ作成・提供をしていただきました。 

平成３１年度につきましても福祉健康フェアが開催されることとなりまし

たので、多くの市民の皆様の健康づくりへの啓発の機会となりますことから、

健康づくり推進協議会として参加を予定しております。開催予定日は１０月２

０日、日曜日となっております。全体の開催テーマ・内容等につきましては、

平成３１年度の実行委員会で随時決定されますが、健康づくり推進協議会とし

ましては、昨年と同様に、全体像は「自分のからだを知って、いきいき健康づ

くり」とし、内容につきましては、相談・計測・展示・体験等で参加したいと

考えております。また、認定ＮＰＯ法人健康都市活動支援機構との協働も今年

度同様に行う予定になっております。 

来年度も、ご多忙中とは存じますがご協力をよろしくお願いいたします。 

福祉健康フェア参加については以上です。 

石川会長： ただ今の「平成３０年度かまがや福祉健康フェア開催報告及び平成３１年度

参加について」、ご意見、ご質問等ございますか。 

石川会長： 具体的な内容はこれからということでよろしいでしょうか。 

事 務 局： はい、これからになります。 

石川会長： ほかに、ご意見等ございますか。 
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（２）「第二次いきいきプラン・健康かまがや２１」の進捗状況について 

石川会長： それでは、次の議題２、「第二次いきいきプラン・健康かまがや２１」の

進捗状況について事務局より報告をお願いします。 

事 務 局：  まず初めに、「第二次いきいきプラン・健康かまがや２１」についての概

要をご説明いたします。 

 資料は、「第二次いきいきプラン・健康かまがや２１」の概要版をご覧く

ださい。この計画は、平成２３年度から３２年度までを計画期間としてお

ります。２ページ中ほどに第二次計画の位置づけが書いてございますが、

本計画は、鎌ケ谷市総合基本計画の施策のひとつである『健康を支える保

健・医療の充実』の行動計画として、策定されたものです。 

 次に計画の構成をご覧ください。本計画では、【健康づくり領域】として、

５つの領域がございます。また、それぞれの領域には、特に力を入れて取

り組む項目として【重点対策】を設けています。 

３ページをご覧ください。この図は計画全体のイメージです。一番上に

『鎌ケ谷市総合基本計画』がございまして、「誰もが健康に暮らせる生涯福

祉社会の実現」を目指しております。次に「いきいきプラン・健康かまが

や２１」と「食育推進計画」がございます。 

 また、中ほど、黒い部分の「健康づくりの各領域」の下に、健康づくり

を支える地域医療がございまして、毎年、地域医療の動きについても確認

しているところでございます。 

 以上が、計画の大きな概要となっておりますが、各領域の概要につきま

しては、５ページ以降を参照していただければと思います。 

 では、資料２をご覧ください。平成３０年度までの進捗状況の報告をい

たします。 

１ページに進捗状況の概要として、各領域の重点対策をまとめました。

次に２ページ以降は、「健康づくりの各領域」の詳細となっております。左

側には、計画書に書かれていること、及び計画の推進を開始した平成２３

年度に取り組んだこと、そして右側へ順に平成２８年度、２９年度、３０

年度中に取り組んだことが並んでおります。平成３０年度のところを見て

いただくと、ところどころ太字の部分がございますが、これは、これまで

の取組に加えて、拡充や、新たに取り組んだこととなります。 

 それでは、１ページに戻っていただき、各領域の重点対策について、進

捗状況の内容をご説明いたします。 

 まず≪栄養・食生活≫につきましては、重点対策は「食育の推進」とな

っております。第２次食育推進計画（平成２８年度から３２年度）に基づ

き、「朝食を食べる人を増やす」など、若い世代が、正しい食生活を実践す

るための支援に、重点的に取り組みました。新たな平成３０年度の取組と
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いたしましては、親子を対象として体験型の事業を増やし、すこやかライ

フ親子クッキングの開催や、「みんなの食育祭り」においては親子で参加で

きる調理実習や食育クイズなども実施いたしました。その結果、「みんなの

食育まつり」では、参加者１８１名中、若い世代の方が８３名と、昨年度

と比較して７パーセント増加いたしました。若い世代、親子の参加が増え、

取り組むべきことを確認して、行動変容をするきっかけをつくることがで

きました。来年度の取組につきましては、議題３で説明させていただきま

す。 

 次に≪身体活動・運動≫の重点対策の１つ目、「気軽に日常生活で運動を

する環境づくりの推進」につきましては、ＮＰＯ法人健康都市活動支援機

構との協働事業により、自主ウォーキング団体やきらり鎌ケ谷体操指導者、

ヘルスメイト等と共にウォーキング講座を実施し、運動・栄養・交流を併

せた啓発を行いました。 

また、重点対策の２つ目、「きらり鎌ケ谷体操の普及啓発」については、

きらり鎌ケ谷体操指導者の活動を支援し、依頼のあった外部団体での定期

的な普及を３団体で実施したほか、小学校等でも普及を行い、参加者が増

加いたしました。来年度も引き続き、今年度と同様に身体活動・運動の推

進に取り組んでまいります。 

 次に≪休養・こころの健康づくり≫の重点対策の１つ目、「親子のふれあ

いを大切にする活動の推進」では、主に毎月行われる４か月児健康相談に

来所される保護者と赤ちゃんを対象に、「絵本の読み聞かせ」を通して親子

のふれあいの大切さを伝える、『ブックスタート事業』を子育て支援センタ

ーや図書館と共に実施しております。以前より参加しているニコカマフェ

スでは、図書館と連携したお話会を開催しました。また、平成３０年度は

ボランティアの継続研修会で、事例検討を取り入れたグループワークを行

い、育児支援ボランティアとしての意識を向上させ、知識を深めることに

つながりました。 

来年度は、新規ボランティアの育成を行い、さらに新たな活動の場を検

討していきたいと考えております。 

 重点対策の２つ目「自殺予防対策の推進」では、新たに基幹相談支援セ

ンターえがおを会議のメンバーに加え自殺対策連絡会議を実施いたしまし

た。それに加え、今年度は全庁的に自殺対策計画策定に向けた説明会を実

施し、その結果、自殺対策についての啓発が図れ、計画策定に向けての準

備を行うことができました。 

また、窓口の職員が来所した相談者の自殺直前のサインに気づき、でき

るだけ早い段階で、複数の相談機関と連携し、その悩みを早期に解決する

ことができるよう「気づいてつなぐシート」を作成し、昨年度実施した試

行での意見をもとに修正を行い、全庁的に運用を開始いたしました。 
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来年度も引き続き、自殺予防対策の推進を図ってまいります。自殺対策

計画につきましては、第３次いきいきプラン・健康かまがや２１に統合し、

策定していく予定です。 

次に≪歯と口の健康づくり≫の重点対策の１つ目、「永久歯のむし歯と歯

周病予防の推進」では、船橋歯科医師会のご協力をいただき、市の実施計

画事業である「フッ化物洗口事業」を継続し、フッ化物洗口対象者を全小

学校において毎年１学年ずつ拡大しております。平成３０年度は、市内の

保育園・幼稚園の４歳から小学５年生まで、そして、小中学校の特別支援

学級の児童生徒が実施しております。また、新たに保育園１園でも洗口が

開始され、現在では、２７施設６，１８５人が洗口を実施しており、確実

に子どもたちのむし歯は減少しております。小学６年生のむし歯数で見ま

すと、計画策定時の平成２２年度に一人平均０．７４本だったものが、平

成３０年度には０．３４本と年々減少してきております。 

また、歯周病予防の推進では、若い時からの歯周病予防を推進するため、

歯周病検診の２０歳・３０歳の未受診者に対して、受診勧奨を実施し、若

い世代からの予防の意識付けにつながりました。 

重点対策の２つ目「口からはじめる「食育」の推進」につきましては、

特定健診の問診項目に「噛むこと」に関する事項が追加されたため、特定

保健指導時に肥満や糖尿病予防につながる食行動のあり方として、「一口３

０回以上噛むこと」の大切さについて、リーフレットを配布し、周知しま

した。また、特定保健指導の会場において、噛むことの大切さに関する展

示を行いました。 

来年度は、フッ化物洗口事業は小学１年生から６年生まで実施する予定

です。これにより、４歳児から小学６年生までフッ化物洗口を実施できる

ことになります。 

また、歯周病健診につきましては、引き続き若い層への働きかけを行い、

受診勧奨や健康教育等で受診勧奨を行ってまいります。 

今後、第３次いきいきプラン・健康かまがや２１の計画策定を予定して

おり、平成２８年度より休会していた、歯と口の健康づくり推進部会を、

来年度から、計画策定のために再開する予定となっております。 

次に≪疾病予防≫の重点対策の１つ目、「生活習慣病予防の推進（がん対

策）」につきましては、肝炎ウイルス検査のフォローアップ事業を開始し、

陽性者が早期に治療に結び付くよう体制を整えました。また、子宮がん検

診では、受診期間を２期に分け、受診者が集中する時期を分散させた結果、

意識が高まり、平成３０年１２月末現在で、昨年の受診者数を上回ってお

ります。 

重点対策の２つ目、「生活習慣病予防の推進(特定健康診査・特定保健指

導）では、継続受診を促すため、前年度受診者及び４０歳の受診者の自己
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負担を軽減する「ワンコイン受診」を開始いたしました。また、特定保健

指導参加のきっかけ作りとして、継続実践ができる健康グッズ等の配布を

通して生活改善につながるよう支援し、バランスメニューの試食を取り入

れた集団指導も実施いたしました。 

重点対策の１つ目２つ目につきましては、来年度も今年度同様に取り組

んでまいります。 

重点対策の３つ目、「感染症予防の推進」では、追加でお渡ししている報

道発表の資料にもありますが、今年度急速な流行がみられた風しんの拡大

を防ぎ、妊娠中等の女性への感染予防を推進し、市民が安心して出産がで

きる環境を整えることを目的として、風しん等の予防接種費用助成事業を

平成３０年８月１４日より実施いたしました。 

この事業は平成３１年３月３１日までに接種した方を対象とし、妊娠を

予定、または希望している女性とその配偶者、妊娠している女性の配偶者

を対象者とし、風しんワクチンでは３，０００円、麻しん風しん混合ワク

チンでは５，０００円を上限として、費用助成を行っております。 

今後、国が３９歳から５６歳の男性を対象に、平成３４年３月３１日ま

での時限措置として、風しんの定期予防接種事業を行う予定となっており

ますが、女性や対象年齢に合わない男性への助成については、国や近隣市

の動向を踏まえて、今後検討してまいります。 

また、今年度も継続して「新型インフルエンザ等対策行動計画」に基づ

くマニュアルの見直しを行い、平成３０年７月には「新型インフルエンザ

等住民接種マニュアル」を関係機関と調整し作成いたしました。来年度も、

マニュアルの見直しを全庁的に実施いたします。 

次に、≪地域づくりを支える医療について≫ですが、今年度は、こども

から高齢者まで、自分や家族に合ったかかりつけ医を持ち、住み慣れた地

域で安心して暮らすことができることを目的とし、近郊地域までの医療機

関情報を定期的に収集し、発信、提供する「かまがや安心医療ナビシステ

ム」を１１月末に開設いたしました。地図から診療科目を選択し、絞込検

索ができるシステムとしては、県内自治体で初のシステムです。別添の、

鎌ケ谷市報道発表資料をご覧ください。 

このシステムは１１月３０日より開設しており、キーボードを使わずに

マウス操作のみで検索が可能となっております。また、パソコンだけでな

く、スマートフォンや携帯電話での検索も可能です。 

検索できる範囲としては、鎌ケ谷市役所から半径５キロメートル圏内の

医療機関で、鎌ケ谷市の全域と、船橋市、柏市、松戸市、市川市、白井市

の一部となっております。このシステムは、今後、市が情報を定期的に更

新し、市民に提供してまいります。 

また、千葉県災害医療救護計画に基づき、鎌ケ谷市の衛生医療班マニュ
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アルを改訂し、医療救護関係者の打合せ会では、発災時における連絡方法

等の確認や災害時の机上訓練を関係者間で行い、役割の確認を行いました。 

さらに、災害時における歯科用品及び医薬品等の供給協力に関する協定

を大東京歯科用品商協同組合（千葉県支部様）と平成３０年７月１日に締

結いたしました。 

つづきまして、保健目標のページをご覧ください。昨年度の本協議会に

おきまして、保健目標の中で数値が出るものについては、会議の報告に盛

り込むというご意見をいただきましたので、追加いたしました。 

ここで、資料の訂正をさせていただきます。保健目標の上から４番目、

極小体重児の平成２９年度の値が０．８パーセントとなっておりますが、

０．３パーセントの間違いでした。お手元の資料の訂正をお願いいたしま

す。 

保健目標につきましては、おおむね、目標数値に近づいております。１

２歳児の永久歯の虫歯と歯肉炎の割合については平成２１年度と比較し

て、減少してきておりますが、目標には届いておりません。今後も、目標

に近づけるよう取り組んでまいります。 

青壮年期・高齢者の保健目標につきましては、計画策定当初と基準値が

変更となったものもございます。また、平成２９年度の欄に記載のある数

値は、国保のデータベースより抽出したものとなっているため、計画策定

時との数値の比較はできませんが、今回は参考ということで添付させてい

ただきました。 

平成２６年度と比較し、女性の肥満者の割合や高血圧者の割合、糖尿病

有病者の割合が増加しているため、それらを減少させるような支援を検討

していきたいと考えております。 

以上、第二次いきいきプラン・健康かまがや２１の主な進捗状況となり

ます。 

この計画は、引き続き推進を続けてまいりますが、平成３２年度の第３

次計画策定に向け、国や県の計画を踏まえて、来年度市民意識調査を実施

する予定となっております。調査内容等は、今後、協議会委員の皆様にご

意見をお伺いし、決定させていただきたいと考えております。協議会委員

の皆さまのご協力をお願いいたします。 

石川会長： それでは、ただ今の「第二次いきいきプラン・健康かまがや２１」の進

捗状況についてご意見、ご質問等ございますか。 

赤井委員： 

 

 

 

 

むし歯はある程度減少してきているので、きちんと噛める、摂食、嚥下

などの機能の問題に注意していかなければならないと考えています。噛む

ことや歯周病対策にも力を入れていくべきではと思います。 

保健目標で１２歳児のむし歯が０．９９本とありますが、報告では０．

３４本となっています。 
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事 務 局： 

 

赤井委員： 

 

 

石川会長： 

 

 

滝口委員： 

事 務 局： 

赤井委員： 

 

 

 

 

郷右近代理： 

 

 

事 務 局： 

 

 

 

 

先日の学校歯科研究協議会で報告させていただいたのは小学６年生の数

値です。保健目標は１２歳児ですので中学１年生になります。 

 小学６年生と中学１年生でそんなに大差はないと思うので、精査をお願

いします。むし歯に関しては、やはりハイリスク児の対応をしていかなけ

ればいけないのではと思います。 

鎌ケ谷市はフッ化物洗口に力を入れており、むし歯の減少に効果が出て

いるということで、船橋歯科医師会の先生方のお力添えのおかげだと思い

ます。素晴らしいことですね。 

 １０年間の計画ということですが、中間報告はないのでしょうか。 

 計画策定時に、中間評価を行わないということで作成しています。 

 今後、睡眠の指標や心の問題も考えていかないといけないかなと思いま

す。学校保健委員をしているのですが、小学生の睡眠は１０時間程度と言

われていますが、今は１０時以降に寝るこどもも多く、生活リズムが変わ

ってきていて、ゲームやスマートフォン依存などの問題もあり、心のケア

が必要になってきています。こういったことは睡眠にも影響してきます。 

 がん対策のところで、子宮がん検診で約１，０００人増加し、時期をず

らしたと説明がありましたが、具体的にはどのようにされたのでしょうか。

また、要精検の方にはどのような対応をしているのでしょうか。 

 これまでは、４月から３月までの通年にしていたものを、５０音順です

が４月から８月と９月から１月の２つに分けました。増加した理由は現段

階では推測ですが、通知から終了までが短かったこと、期間が短くなった

分受診勧奨を行ったことが影響していると考えられます。 

 子宮がん検診の精密検査の結果は医療機関からの通知なので、今後、医

療機関に問合せをかけて、結果の把握に努めていきたいと思います。 

石川会長： ほかにご意見、ご質問等ございますか。 

 

（３）第２次鎌ケ谷市食育推進計画及び食育推進部会の平成３０年度事業実績及び平成３１

年度事業計画（案）について 

石川会長： 次に議題３、食育推進部会の平成３０年度事業実績及び平成３１年度事業計

画（案）について説明をお願いします。 

事 務 局：  食育推進部会事務局から、平成３０年度事業の報告及び平成３１年度事業の

説明をいたします。 

 まず、平成３０年度事業についてご報告いたします。資料３をご覧ください。 

１の会議です。４月２５日、１１月７日に行い、第３回目を２月２１日実施

予定です。内容は、第１回が平成２９年度事業の報告、平成３０年度事業の検

討、第２回が１月実施の食育まつりのコンクール審査と打ち合わせ、平成３１

年度事業計画についての話合いを行いました。第３回では、平成３０年度事業

のまとめと平成３１年度事業計画について話合いをする予定です。また、会議
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内では、分野における第２次鎌ケ谷市食育推進計画の進捗状況を共有しまし

た。 

 ２の研修会、勉強会です。研修会は６月２７日に行い、第１回の会議内での

委員の希望により外部講師を依頼しての研修会ではなく、分野間の理解を深め

ることを目指し、各分野の取組紹介と質疑応答を行いました。勉強会は、第２

次鎌ケ谷市食育推進計画の評価方法と第３次鎌ケ谷市食育推進計画の策定に

向け、千葉県立保健医療大学の荒井先生と海老原先生にお願いできることにな

り、１２月２０日に打合せを行いました。２月１５日及び３月１４日で具体的

にご指導をいただく予定です。 

 ３のイベント「みんなの食育まつり～野菜を食べよう大作戦！～」の開催で

す。今年度のコンクールは「鎌産鎌消！朝食メニューレシピコンクール～」と

「みんなで食べよう！～食べる喜び写真コンクール～」を開催しました。朝食

メニューレシピコンクールでは、一般の部１８点、こどもの部１３９点、写真

コンクールでは一般の部４点の応募がありました。入賞者は資料のとおりで

す。 

 イベントは子どもから大人までが参加できるイベントということで、総合福

祉保健センターの３階調理室と６階大会議室を使い、講演、調理実習、食育ク

イズ、展示を行いました。講演は鎌ケ谷市朝市組合組合長の石原氏にお願いし、

「いまどきの農業について」、野菜の保存方法や新鮮な野菜を食べる意義など

を教えていただきました。調理実習は鎌ヶ谷高等学校料理研究部にお願いし、

「鎌ケ谷産食材を使ったこどものおやつ」としてチーズ明太子大根もち、人参

ポンデケージョの実習を行いました。参加者は合計で１８１名でしたが、小中

学生と小中学生保護者世代の参加が例年に比べて増加しました。 

 ４のその他として、朝食メニューレシピコンクールの応募作品をまとめたレ

シピ集を作成し、来場者及びコンクール応募者やコンクール周知にご協力いた

だいた学校、保育園、幼稚園に配布いたします。また、食育推進部会において、

朝食メニューの活用についても検討していきたいと考えています。 

 続いて、平成３１年度事業についてご説明いたします。 

 会議は、平成３２年度に第３次鎌ケ谷市食育推進計画を作成するにあたり、

平成３１年度には市民アンケートの実施がございます。そのため、アンケート

の項目の検討、アンケート結果からの分析などを行う必要があることから、例

年の３回から５回となっています。日程は４月１０日、６月４日、１０月３１

日、２月１２日、３月１６日の予定です。研修会は８月９日、食育まつりは１

月１８日の予定です。 

 平成３１年度のイベントについては、今年度のイベントが１月１９日に終了

しましたので、それを踏まえ、次回２月の食育推進部会で詳細を検討する予定

ですが、内容は例年どおりコンクールとイベントの実施を予定しております。 

 食育推進部会の平成３０年度事業報告と平成３１年度事業計画のご説明は
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以上です。 

石川会長： ただ今の食育推進部会からの報告について、ご意見、ご質問等ございますか。 

石川会長： 

事 務 局： 

 

石川会長： 

事 務 局： 

 

 

 

滝口委員： 

 

事 務 局： 

 

 

 

 

滝口委員： 

実際には試食等したのでしょうか。 

レシピは一般の部最優秀賞１点、こどもの部最優秀賞２点を１月１９日の食

育まつりで食生活改善協議会のご協力をいただき、試食配布しました。 

評判は良かったですか。 

レシピは夏頃の募集したので、梨や夏野菜を使ったものも多かったですが、

農家の方のご協力をいただき、梨も使う事ができたので、応募してくださった

方には喜んでいただきましたし、来場された方にはおいしく召し上がっていた

だけたと思います。 

調理実習で鎌ヶ谷高等学校の料理研究部の方にお願いしたのは、初めてでし

ょうか。こちらから声かけをしたのでしょうか。 

商工振興課で作成している鎌ケ谷おもてなしレシピブックに料理研究部が

メニューの提供しているのを見て、お願いしたいなと思いお願いしました。 

食育まつりで調理実習をするのも初めてでしたが、料理研究部の皆さんは呼

ばれて実習をするのは初めてではないようですが、講師という形では初めてだ

と聞いています。 

ホームページで写真を拝見したら、高校生にとってもよい経験になったかな

と思いました。どうやってお願いすることになったのか興味があったのでおう

かがいしました。 

石川会長： 平成３１年度も頑張ってください。 

 

（４）その他 

石川会長： それでは、本日の議題の全体を通して何かご意見ございますか。 

では、議題４その他で事務局何かありますでしょうか。 

ございません。 

 皆様、円滑な運営にご協力いただきありがとうございました。また、事務局

においては、今日の貴重なご意見を参考に計画を進めていただけるようお願い

をいたします。これで、議長の役を終わらせていただきます。 

事 務 局： 皆様、お忙しい中出席いただきまして、ありがとうございます。これで、本

日の会を閉じさせていただきます。 

 

 

 

                  閉 会 
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会議録署名人の署名 

以上、会議の経過を記載し、相違ないことを証するため、次に署名する。 

  平成３１年２月２６日 

 
                     

署名人    今市 由美子   

                    

                
署名人    林 宏幸                        


